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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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でお問い合わせ下さい。
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　4年ごとに開催されるサッカーのワールドカップ（ロシア大会）が迫っているこの時
期に，日本代表監督が更迭され大きな話題となっている．日本代表選手のメンバーが
どうなるのか，今回はどのような成績になるのかファンとして注目したい．
　さて今回は大腸腫瘍の治療後のサーベイランスについて企画した．大腸腫瘍でサー
ベイランス間隔が示されているのは，「大腸癌治療ガイドライン」による大腸癌と，
Japan Polyp Study （JPS）の結果による腺腫の内視鏡摘除後は 3年後といった指標の
みである．そのほかの組織の指針については，混沌としているのが現状である．SSA/
P，LST，NET G1（カルチノイド腫瘍）などについては，各施設や担当医の判断でサー
ベイランスされているのが現状であろう．また，最近盛んに行われている cold polyp-
ectomy後の遺残や再発の問題も十分検討されていないので，サーベイランスの観点
から取り上げさせていただいた．日々の内視鏡検査で驚かされる interval cancerの存
在も内視鏡医にとっては大きな問題であり，サーベイランスにかかわる諸問題は日常
診療に直結する興味深いテーマである．今回は，リンチ症候群や家族性大腸腺腫症，
潰瘍性大腸炎関連癌など比較的まれな疾患のサーベイランスも取り上げた．さらに，
非腫瘍性ポリープや内視鏡検査で正常であった場合の取り扱いをどのようにしたらよ
いかなどは，知りたいところではあるが，これまでデータもなく感覚的に検査間隔を
提示している状態である．本誌はこれらの疑問の参考となるよう，経験豊富な施設と
先生方に執筆をお願いした．今回の特集が日常診療のお役に立つことを祈念している．

（五十嵐正広）
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